
3 いろいろな神様から農業の神様へ　
～縄文時代から律令期までの祭りの一端～

１　弥生時代の祈り

　2000（平成12）年、明治時代に２個の銅
どう

鐸
たく

が発見された磐田市敷
しき

地
じ

西
にし

の谷
や

遺跡（旧豊
とよ

岡
おか

村
むら

）で３個目の銅鐸が発見された〈写真１〉。
人里離れた山の斜面に穴を掘り、単独で丁寧に埋

まい

納
のう

されていた。県
の西部、特に浜名湖の北側を中心に高さ約50cmから120cmの大型
銅鐸が20個近く発掘されており、ほとんどが今回と同様の山の斜面
からの単独出土である。大型の銅鐸は、弥生時代、主に近畿から東
海にかけての地域で何らかの儀式に使用されたと考えられる祭

さい

器
き

で
あり、県の西部はその分布の東端にあたり、特別に集中している〈図

１〉。銅鐸の形態は近畿地方と同形式のものと三
さん

遠
えん

式とよばれる東
海地方特有のものがあり、今回発見された
のは高さ77cmの三遠式銅鐸である。剣や
矛
ほこ

といった武器型青銅器が多いなかで異彩
を放つ銅鐸は、古代中国の釣鐘のような楽
器を模したものと考えられ、本来は数cm
の大きさで内部に舌

ぜつ

という部品を吊るし、
鳴らして使用したようである。しかし、大
型のものには舌が伴わず、鈕

ちゅう

という釣
つり

手
て

の
ような部分が必要以上に大きく、ひらひら
した飾り耳が付くものもあり、さらにその
特殊な埋納状態からは、鳴らすことは形式
化してしまい、土中に埋めることのほうに意味を持たせているのでは
ないかと考えられる。いくつかの集落が、地域の境界にあたる山中で、
共同で魔

ま

除
よ

けや外のクニに対する呪
じゅ

的
てき

防
ぼう

御
ぎょ

などの意味合いをもつ祭り
を行ったのではないだろうか。また、銅鐸の表面には模式的な絵が描
かれていることがあり、鷺

さぎ

や鶴
つる

といった水田にいる鳥が多いことから、
稲の豊作を祈る意味合いもあったのではないかとも考えられる〈裏表

紙写真上〉。
　弥生時代から古墳時代の田んぼの遺跡からは鳥

とり

形
がた

や舟
ふな

形
がた

の木製品
〈写真２・３〉が発見されることがあるが、これらも稲の豊作を祈る
祭りに使われたと考えられる。鳥形は飛んでいる姿勢をしており、舟
形とともに稲の神様＝稲

いな

霊
だま

を運ぶものと考えられていたのではないだ
ろうか。鳥が神様と人間の間の境界にいて仲立ちをするという考え

〈写真１〉敷地３号銅鐸出土状況

〈図１〉弥生時代後期の青銅祭器の分布
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〈写真２〉鳥形木製品（雌鹿
塚遺跡）

〈写真３〉舟形木製品（角江
遺跡、恒武西浦遺跡、川合遺
跡）
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方があったことは、神社の入口に鳥
とり

居
い

が
あることからも想像できよう。このよう
に、弥生時代の祭りの一端として、地域
のまとまり＝クニを意識したようなとこ
ろ、また稲作の普及により農

のう

耕
こう

儀
ぎ

礼
れい

を重
視するようなところがあったのではない
だろうか。

２　縄文時代の祈り

　それでは、弥生以前の縄文時代にはど
んな信仰・祭りがあったのだろうか。そ
の一端がわかる遺跡・遺物を検討したい。
伊豆市上

かみ

白
しら

岩
いわ

遺跡（旧中伊豆町）は、東
北・北海道に多い環

かん

状
じょう

列
れっ

石
せき

（ストーン
サークル）の一つである。環状列石は特
殊な墓と考えられるが、秋田県大

おお

湯
ゆ

遺跡
や山梨県金

きん

生
せい

遺跡のように男性を象徴す
る石
せき

棒
ぼう

のようなものが立てられている場
合もあり、大地の豊

ほう

穣
じょう

を祈る意味合いもあったのではないだろう
か。伊豆市大

おお

塚
つか

遺跡（旧修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

町）には、普通は床に何もない竪穴
住居の集落内に、特別に炉の周囲や入口付近の床に大型の列石を伴
う敷

しき

石
いし

住
じゅう

居
きょ

があった。入口付近からは複数の石棒も発見されてい
る。単なる住居というより集落内で祭りを行う集会所のような場で
あったと考えられる〈絵１〉。こうした配石遺構は関東に多く、環
状列石と併せて、縄文時代の東日本では祭りの場の一つとして大型
の石を集めることがあったと考えられる。ところで、男性を象徴す
る石棒に対して、土

ど

偶
ぐう

は女性の人形で、土中から身体のどこかが欠
けて発見されることが多い。川

かわ

根
ね

本
ほん

町
ちょう

上
かみ

長
なが

尾
お

遺跡（旧中川根町）出土の宇宙人のような風
ふう

貌
ぼう

の
土偶〈写真４〉も、遮

しゃ

光
こう

器
き

という木製や骨製のサングラスをかけ、柄のついたレザーのボディコ
ンの服を着た女性だと思われる。女性の人形を故意に壊して土中に埋めていたならば、身代わり
を傷つけて逆説的に女性や雌の安全を祈り、生命の誕生、大地の豊穣を期待する祭りに使われた
とも考えられる。
　縄文土器には様々な文

もん

様
よう

がつけられており、縄目の文様は実はその一部にすぎない。文様のな
かには、単なる器の装飾を超えて意味ありげなものが存在する。男性の象徴と考えられる蛇、女
性の象徴と考えられる貝や蛙

かえる

、赤ちゃんの顔そのものの表現は、石棒や土偶と同様、自然界の豊
穣を祈るものでもあったと考えられる。流水、火炎などの比較的多い文様も自然の神秘的なパ
ワーに対して祈っていたものとも考えられないだろうか。このように、森の木の実や水辺の貝を
中心に村の周囲の様々なものを採集して生活していた縄文時代には、特に対象を絞らず、広く自

〈絵１〉山間の縄文集落

〈写真４〉縄文時代の土偶（上長
尾遺跡）
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然界全体の豊穣を祈るような祭りが行われていたのではないだろうか。動植物のみならず石や土
など自然のあらゆるところに生命や霊魂を感じ、信仰するアニミズム的な姿勢といえよう。それ
が弥生時代になると、稲作の普及に伴って農耕儀礼重視に変わっていくのであろう。また、ムラ
の祭りからクニの祭りへと規模も大きくなるのであろう。

３　「祭り」と「まつりごと」

　ところで、弥生時代以降の祭りはどうなっていったのだろうか。古墳時代には、古墳の内外に
死者への葬

そう

送
そう

儀
ぎ

礼
れい

の跡が残っている。墳丘に並べられる埴
はに

輪
わ

には、前期の円筒埴輪は外の生者の
世界と古墳内の死者の世界を分

わ

かつ結
けっ

界
かい

、中期以降の形象埴輪は副葬品の象徴や葬式、王位継承
式典の模式化などという解釈がなされている。また、竪

たて

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

墳の墳頂部や横穴式石室墳の入
口付近でよく見つかる土器破片は、円筒埴輪と同様の結界、横穴式石室内部の大量の須

す

恵
え

器
き

副葬
は、土器自体の副葬というより死者への飲食物供

きょう

献
けん

あるいは飲食を伴う葬式の形式化などと考
えられる。円筒埴輪も本来器

き

台
だい

などの土器から変化したものと考えられるので、葬送儀礼におい
て土器を使用することが多かったのではないだろうか。
　そのほか、古墳時代には、浜松市坂

さか

上
うえ

遺跡、磐田市明
みょう

ケ
が

島
しま

５号墳などで出土している、手で
捏
こ

ねて焼いたミニチュア土製品を実物の代わりに祭りに使うことがあったようだ。特に、明ケ島
５号墳の盛土や下の地表からは5,000点を超える
国内でも類を見ない数の様々な土製品〈写真５〉

が出土した。人や動物、装
そう

身
しん

具
ぐ

、日用品、楽器な
ど実にバラエティに富んだ「形

かた

代
しろ

」たちである。
古墳の祭りというより、祭りの場の上に古墳を築
造したものと考えられる。
　さらに、古墳時代から奈良時代にかけての祭り
の一端を、静岡市神

しん

明
めい

原
ばら

元
もと

宮
みや

川
がわ

遺跡で知ることが
できる。川に投棄された形で、大量の土器や土製
品の他に人

ひと

形
がた

、馬
うま

形
がた

、刀
かたな

形
がた

、斎
い

串
ぐし

などの木製品
〈写真６〉が出土した。律令に規定され、現在で
も神社で行われているところのある大

おお

祓
はらい

という
ケガレを祓

はら

う儀礼と内容がよく似ている。古墳に
おける王位継承式典が全国で儀礼化したり、律令
に沿ったいわば国家儀礼が地方でも行われたりす
る状況からは、本来自発的で様々だったと思われ
る祭りに次第に国家というものが介入していくよ
うな傾向がみられるのではないだろうか。政治は
「まつりごと」ともいうのである。
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〈写真５〉土製模造品（明ヶ島５号墳）

〈写真６〉人形木製品（神明原元宮川遺跡）
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